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ご
み
処
理
施
設
「
く
り
り
ん
セ

ン
タ
ー
」
の
老
朽
化
に
伴
い
、

平
成
38
年
度
を
め
ど
に
総
事
業
費
約

２
５
０
億
円
規
模
の
新
炉
建
設
計
画
の

検
討
が
開
始
さ
れ
、
ご
み
処
理
の
方
法
・

財
政
負
担
の
あ
り
方
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
既
に
ご
み
を

燃
や
さ
な
い
方
向
が
主
流
で
あ
り
、
国

内
で
も
焼
却
せ
ず
再
利
用
す
る
自
治
体

が
生
ま
れ
て
い
る
。
富
良
野
市
は
焼
却

施
設
を
持
た
ず
、
長
期
の
研
究
と
努
力

を
重
ね
、
一
般
廃
棄
物
の
約
90
％
が
再

利
用
さ
れ
て
い
る
。
「
幕
別
町
第
２
期

ご
み
処
理
計
画
」
で
は
、
廃
棄
物
の
抑

制
、
再
利
用
、
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

循
環
型
の
社
会
構
築
を
目
指
し
て
い
る

も
の
の
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標

は
、
平
成
36
年
で
38
％
に
過
ぎ
な
い
。

以
下
、
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
ご
み
の
資
源
化
と
減
量
化
の
促
進
の

た
め
に
。

①
可
燃
ご
み
の
種
目
別
細
分
別
と
、
生

ご
み
の
堆
肥
化
の
研
究
は
。
②
大
型
廃

棄
物
の
再
利
用
は
。
③
町
民
へ
の
協
力

の
呼
び
掛
け
、
過
剰
包
装
を
減
ら
す
た

め
に
、
事
業
所
へ
の
協
力
の
呼
び
掛
け

は
。
④
町
民
を
交
え
た
検
討
委
員
会
の

立
ち
上
げ
は
。

(2)
焼
却
施
設
改
築
計
画
の
町
負
担
額
の

軽
減
に
向
け
、
他
市
町
村
と
と
も
に
資

源
化
率
を
高
め
、
新
焼
却
施
設
の
規
模

縮
小
の
検
討
を
。

(1)
①
幕
別
地
域
の
可
燃
ご
み

は
、
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
の
「
く
り

り
ん
セ
ン
タ
ー
」
に
搬
入
し
、
細
分
別

を
せ
ず
に
焼
却
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

生
ご
み
の
減
量
化
や
堆
肥
化
推
進
の
た

め
、
生
ご
み
処
理
容
器
や
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
経
費
の
一
部
助
成
を
行

う
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
一
定

の
効
果
と
普
及
が
図
ら
れ
、
平
成
23
年

度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
今
後
は
、
低

コ
ス
ト
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に

よ
る
堆
肥
化
の
推
奨
や
、
食
品
ロ
ス
の

防
止
に
よ
る
生
ご
み
減
量
化
を
啓
蒙
す

る
と
と
も
に
、
管
内
市
町
村
の
環
境
担

当
課
長
会
議
に
お
い
て
、
十
勝
全
体
で

さ
ら
な
る
生
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て

の
検
討
を
促
し
た
い
。
②
リ
サ
イ
ク
ル

市
な
ど
「
不
用
と
す
る
方
」
と
「
必
要

と
す
る
方
」
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な

事
例
の
研
究
を
進
め
た
い
。
③
町
民
へ

は
、
各
種
出
前
講
座
の
終
了
後
、
資
源

ご
み
の
分
別
方
法
や
分
別
後
の
行
方
の

周
知
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
の
啓
蒙
と
協
力
に
つ

い
て
呼
び
掛
け
て
い
る
。
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
を
通
じ
て
、
簡
易
包

装
の
推
奨
に
つ
い
て
の
協
力
を
呼
び
掛

け
る
ほ
か
、
消
費
者
で
あ
る
町
民
一
人

ひ
と
り
の
簡
易
包
装
へ
の
意
識
の
高
揚

に
向
け
て
、
今
後
も
啓
発
に
努
め
る
。

④
一
般
廃
棄
物
の
資
源
化
や
減
量
化
推

進
の
方
策
等
を
審
議
す
る
た
め
、
幕
別

町
廃
棄
物
減
量
等
審
議
会
を
設
置
し
、

13
人
の
町
民
の
方
に
参
画
い
た
だ
い
て

い
る
。

(2)
ご
み
処
理
を
安
全
に
、
安
定
し
て
継

続
的
に
行
う
た
め
、
平
成
39
年
度
中
に

新
し
い
施
設
で
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
お
り
、
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、
管

内
19
市
町
村
に
よ
る
「
新
中
間
処
理
施

設
整
備
検
討
会
議
」
で
協
議
を
重
ね
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
に
は
高
度
な
専

門
性
が
必
要
と
な
り
、
道
内
大
学
や
全

国
都
市
清
掃
会
議
等
の
学
識
経
験
者
で

構
成
す
る
「
有
識
者
会
議
」
か
ら
の
助

言
、
提
言
を
い
た
だ
き
、
最
終
的
な
ご

み
処
理
方
式
の
選
定
を
行
う
。
31
年
度

末
ま
で
に
は
「
新
中
間
処
理
施
設
整
備

基
本
構
想
」
を
策
定
す
る
予
定
だ
が
、

ご
み
の
処
理
方
式
と
施
設
規
模
に
よ
り

事
業
費
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
総
予
算
や
本
町
の
負
担
額
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
示
さ
れ
て
い
な
い
。

協
議
の
中
で
は
、
「
可
能
な
限
り
資
源

化
を
図
り
、
そ
れ
で
も
な
お
処
理
で
き

な
い
可
燃
ご
み
は
、
焼
却
処
理
に
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
を
図
る
」
こ
と
を
、
管

内
19
市
町
村
の
共
通
認
識
と
し
て
議
論

を
進
め
て
お
り
、
施
設
の
規
模
に
つ
い

て
も
、
構
成
市
町
村
の
人
口
推
計
を
基

に
最
小
限
の
施
設
規
模
と
な
る
よ
う
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

答問
十
勝
全
体
で
さ
ら
な
る
生
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

て
の
検
討
を
促
し
た
い

「
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
・
埋
め
な
い
」
限
り
あ
る
資

源
の
再
利
用
化
推
進
を

問

町
　
長
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新炉建設計画が検討されている
くりりんセンター


